
ステークホルダーが利用で
きる、オーナーシップを持
つ研究の推進

インパクト

研究者が社会に対する責任
を果たすことができるよう
な研究を推進

アカウンタビリティ

ステークホルダーとの協働の過程で、
研究者が、自らの科学観の転換を含め
た自省的学習の可能性を追求

謙虚な自省的学習なぜ超学際科
学？
石井敦

（東北大学東北アジア研究センター）
出典：van der Hel, S. (2016). New science for global sustainability? The institutionalisation of 
knowledge co-production in Future Earth. Environmental Science and Policy, 61, 165–175. 



今後の研究会で実施する内容の選択肢
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バウンダリーオブジェクト（Berker and Kvellheim
2017を例に）

２．パイロット
プロジェクトと
してのビル

１．頑健な
ゼロ・エ
ミッショ
ン・ビル

ビジネス

１．長持ち
２．柔軟性（ビル特性が変更可
能）
３．許容性（間違った使い方を
しても大丈夫）
４．強靭性（天候などに頑健）

バウンダリーオブジェクト
目的が異なる人達が同床異夢
でも協力が可能となる橋渡し
役

Berker, T., & Kvellheim, A. K. 
(2017). Boundary Objects As 
Facilitators in Sustainable Building 
Research. Science and Public Policy, 
45(May), 202–210.
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